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市役所真壁庁舎から筑波山口まで
１0月１日から広域連携バス実証実験運行開始
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歳
入
は
、
市
の
財
源
と
し
て

入
っ
て
く
る
お
金
で
す
。
そ

の
決
算
額
は
１
８
９
億
７，

７
９
２
万
２，
０
３
９
円
。
グ
ラ

フ
１
（
下
・
円
グ
ラ
フ
）
は
、
そ

の
内
訳
を
表
し
た
も
の
で
す
。

　

所
得
税
・
消
費
税
な
ど
の
国
税

の
一
部
を
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
地

方
交
付
税
が
約
32
．５
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
次
い
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
民

税
な
ど
の
市
税
が
約
23
．７
％
。

続
い
て
、
繰
越
金
が
約
11
．２
％
。

児
童
手
当
負
担
金
、
生
活
支
援
や

公
共
施
設
改
修
な
ど
特
定
事
業
に

対
す
る
国
か
ら
支
出
さ
れ
た
国
庫

支
出
金
が
約
10
％
と
な
っ
て
い
ま

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
が
、
平
成

28
年
第
３
回
桜
川
市
議
会
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
財
政
の
中
心
、
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
が
１
８
９
億
７，

７
９
２
万
２，
０
３
９
円
、
歳
出
決
算
額
が
１
７
４
億
７，
４
４
１
万
６，

６
１
２
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
、
そ
の
決
算
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
８
９
億
７，
７
９
２
万

２，
０
３
９
円

歳入歳入

地方交付税（32.5%）
61 億 7,736 万 ,1000 円

市税（23.7%）
44 億 9,409 万 951 円
市税（23.7%）
44 億 9,409 万 951 円

繰越金（11.2%）
21 億 2,377 万 7,772 円

国庫支出金（10.0%）
18 億 9,307 万 367 円

県支出金（5.9%）
11 億 2,636 万 3,203 円

市債（5.8%）
10 億 9,539 万 3,000 円

諸収入（1.9%）
3億 7,390 万 6,827 円

地方消費税交付金（4.0%）
7億 6,020 万 4,000 円

地方譲与税（1.4%）…2億 6,647 万 3,003 円
分担金および負担金（0.9%）…1億 6,768 万 4,750 円
使用料および手数料（0.8%）…1億 5,094 万 5,899 円
繰入金（0.4%）…7,045 万 5,177 円
財産収入（0.4%）…7,041 万 9,182 円
ゴルフ場利用税交付金（0.3%）…5,281 万 9,303 円
自動車取得税交付金（0.2%）…4,852 万 6,000 円
寄附金（0.1%）…2,931 万 605 円
配当割交付金（0.1%）…2,452 万 4,000 円
株式等譲渡所得割交付金（0.1%）…2,389 万 6,000 円
地方特例交付金（0.1%）…1,697 万 4,000 円
利子割交付金（0.1%）…649 万 9,000 円
交通安全対策特別交付金（0.1%）…522 万 8,000 円

■歳入・歳出総額
■水道事業会計決算

区　　　分 収　　　入 支　　　出

収益的事業
水道料金による収入と、水を
作ったり家庭に送ったりするた
めの維持管理などを中心とした
営業活動の収支

10億23万643円 9億6,685万8,646円

資本的事業
古くなった水道施設の改良や、
新しい施設を造るために必要な
資金の収支

3,540万1,400円 2億5,726万4,697円

一
般
会
計
・

�

歳
入
の
内
訳

一
般
会
計
・

�

歳
出
の
内
訳

（グラフ１）（グラフ２）

歳出歳出

諸支出金（3.0%）…5億 3,305 万 7,425 円
議会費（1.0%）…1億 7,590 万 8,511 円
商工費（0.9%）…1億 5,641 万 9,803 円
災害復旧費（0.2%）…2,855 万 4,228 円
労働費（0.1%）…144 万 8,000 円
予備費（0.0%）…0円

民生費（31.4%）
54 億 8,968 万 7,534 円
民生費（31.4%）
54 億 8,968 万 7,534 円

総務費（15.6%）
27 億 2,600 万 7,130 円
総務費（15.6%）
27 億 2,600 万 7,130 円

衛生費（10.2%）
17 億 7,563 万 5,862 円
衛生費（10.2%）
17 億 7,563 万 5,862 円

教育費（8.8%）
15 億 3,977 万 7,851 円
教育費（8.8%）
15 億 3,977 万 7,851 円

土木費（8.6%）
14 億 9,863 万 2,941 円
土木費（8.6%）
14 億 9,863 万 2,941 円

公債費（8.2%）
14 億 3,872 万 3,954 円
公債費（8.2%）
14 億 3,872 万 3,954 円

消防費（6.1%）
10 億 7,453 万 9,283 円
消防費（6.1%）
10 億 7,453 万 9,283 円

農林水産業費（5.9%）
10 億 3,602 万 4,090 円

市民一人当たりでは
使われたお金
395,456 円

納めていただいた市税
101,704 円

※�一般会計歳出をもとに、平成
２８年３月末日現在の人口
４４，１８８人で算出しました。

民生費　124,235 円

子
ど
も
・
お
年
寄
り
・

身
体
の
不
自
由
な
方

な
ど
の
た
め
に

総務費　61,691 円

戸
籍
・
庁
舎
管
理
や

選
挙
経
費
、
情
報
管

理
な
ど
に

農林水産業費　23,446 円

農
林
業
の
振
興
を
図

る
た
め
に

土木費　33,915 円

道
路
な
ど
の
建
設
・

修
繕
な
ど
に

教育費　34,846 円

学
校
施
設
の
維
持
補

修
や
生
涯
学
習
振
興

な
ど
に

公債費　32,559 円

市
の
借
入
金
の
返
済

な
ど
に

衛生費　40,184 円

ご
み
処
理
や
公
衆
衛

生
費
に

消防費　24,317 円

防
災
対
策
、
消
防
・

緊
急
救
命
活
動
な
ど

に

諸支出金・議会費 ･商工費 ･
災害復旧費・労働費　20,263 円

議
会
、
商
工
労
働
、

災
害
復
旧

な
ど
に

市民税�　44,618 円

固定資産税　47,719 円

※�一般会計歳入の市税をもとに、
平成２８年３月末日現在の人口
４４，１８８人で算出しました。

軽自動車税　2,068 円

市たばこ税　7,299 円

す
。
以
下
、
県
支
出
金
、
市
債
、

地
方
消
費
税
交
付
金
、
諸
収
入
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

桜
川
市
決
算
報
告

桜
川
市
決
算
報
告

平
成

　年
度

平
成

　年
度

2727

区　　　　　分 歳　　　　入 歳　　　　出

一　般　会　計 189億 7,792 万 2,039 円 174億 7,441 万 6,612 円

特

別

会

計

国民健康保険 71億 3,120 万 1,348 円 68億 1,734 万 2,195 円

農業集落排水事業 4億 849万 6,214 円 3億 7,663 万 1,840 円

公共下水道事業 7億 1,624 万 7,988 円 6億 9,420 万 162円

介護保険 39億 2,706 万 310円 37億 4,999 万 7,344 円

介護サービス事業 1,493 万 4,821 円 897万 7,594 円

後期高齢者医療 3億 4,905 万 7,287 円 3億 4,693 万 1,975 円

合　　　　　計 315億 2,492 万 7円 294億 6,849 万 7,722 円

　

歳
出
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

た
め
に
使
わ
れ
る
お
金
で
す
。

そ
の
決
算
額
は
１
７
４
億
７，

４
４
１
万
６，
６
１
２
円
。
グ
ラ
フ

２
（
下
・
円
グ
ラ
フ
）
は
、
歳
出

を
目
的
別
に
表
し
た
も
の
で
す
。

　

児
童
や
お
年
寄
り
、
身
体
の
不

自
由
な
方
な
ど
の
た
め
に
使
わ
れ

た
民
生
費
が
最
も
多
く
、
次
い
で

庁
舎
管
理
や
庁
舎
内
電
算
シ
ス
テ

ム
運
用
、
デ
マ
ン
ド
交
通
運
営
、

１
７
４
億
７，
４
４
１
万

６，
６
１
２
円

徴
税
・
戸
籍
、
選
挙
経
費
な
ど
の

総
務
費
、
病
気
の
予
防
や
健
診
・

ご
み
処
理
な
ど
に
使
わ
れ
た
衛
生

費
、
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
、
改

修
工
事
、
生
涯
学
習
の
振
興
な
ど

に
使
わ
れ
た
教
育
費
、
土
木
費
、

公
債
費
、
消
防
費
、
農
林
水
産
業

費
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。



昔の着物を現代の洋服にアレンジした作品を
100点以上展示します。

真壁伝承館
飯田　真　携帯 080-5491-0364

桜川市真壁町真壁198
TEL 0296-23-8521

着物リメイク展着物リメイク展 開
催
日
時

会　場

問合先

10：00～16：00
11月8日（火）・9日（水）

社会福祉法人 筑紫会 真壁授産学園（桜川市真壁町亀熊1464－1）
真壁厚生学園（桜川市真壁町亀熊852）

職員大募集！！！！！！！！職員大募集！！！！！！！！ 第29回
 『そうだ、行くべよ 学園祭♪』

スタッフ一同お待ちしております
ご家族・ご友人お誘い合わせのうえお越しください

おいしい 模擬店 や 楽しい イベント 盛り沢山!!
真壁授産学園にて 10：00～15：00
模擬店模擬店 イベントイベント

１１月２３日(水)祝日【募集職種】　支援員・看護師・グラフィックデザイナー
障害のある方の日常生活サポート、作業支援など

力を発揮したい！ 楽しい仕事をしたい！ 大歓迎！力を発揮 楽しい仕事 大歓迎
たくさんのお問い合わせをお待ちしております

まずは 施設見学 → 0296－55－4007（人事担当：吉原）

未経験でも安心♪ あなたの力を社会福祉に．．．
雨天
決行

施設見学

安心 社会福祉

つ
く
ば
市
・
石
岡
市
・
笠
間
市
・

桜
川
市
・
土
浦
市
・
か
す
み
が
う

ら
市
の
６
市
で
は
、
平
成
24
年
度

か
ら
ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
用
し
た
本

地
域
の
振
興
を
目
的
に
、
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
目
指
し
て
活

動
を
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
に
一
度
認
定
を
見

送
ら
れ
ま
し
た
が
、
テ
ー
マ
や
組

織
体
制
な
ど
の
見
直
し
を
行
い
、

平
成
28
年
９
月
９
日
、
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は

地
球
の
活
動
で
出
来
た
貴
重
な

地
質
・
地
形
が
あ
る
場
所
を
い
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
保
護
・
保
全
し
、

教
育
や
防
災
活
動
、
観
光
な
ど
に

活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に

認
定
さ
れ
る
と

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ

れ
た
地
域
は
、
地
形
や
地
質
に
価

値
や
魅
力
が
あ
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
日
本
に
は
43
の
ジ
オ
パ
ー

ク
が
あ
り
ま
す
が
、
世
界
遺
産
な

ど
に
比
べ
ま
だ
知
名
度
も
低
く
、

認
定
さ
れ
た
か
ら
す
ぐ
に
観
光
客

が
増
え
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
ま

せ
ん
。
認
定
を
き
っ
か
け
に
地
域

に
住
む
人
が
地
域
の
価
値
を
再
発

見
し
、
愛
着
や
誇
り
を
感
じ
る
こ

と
が
大
切
な
効
果
だ
と
言
え
ま
す
。

筑
波
山
地
域

ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
で

は
、「
関
東
平
野
に
抱
か
れ
た
山

と
湖
」～
自
然
と
人
を
つ
な
ぐ
石
・

土
・
水
～
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
の

地
形
や
生
物
、
歴
史
な
ど
の
見
ど

こ
ろ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
で

は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
係
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://tsukuba-geopark.
jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

筑波山地域ジオパークの3つのゾーンと26のジオサイト

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

土浦

六斗

上郷

沖宿

歩崎

上高津

山ノ荘

雪入・三ツ石
平沢・宝篋山

高峯・富谷山

筑波山山頂

筑波山南麓

羽鳥

閑居山・権現山

龍神山・波付岩

峰寺山・十三塚

吾国山・愛宕山
加波山・足尾山

花室川

崎浜・川尻

酒寄・椎尾

稲田・福原

高浜・石岡

八郷盆地

笠間盆地

桜川中流

15

14

13

17

18

1920
21

25

26

22

23

24

11

12

10

9

8
7

6

4

3

5

16

1

2

筑波・鶏足山塊ゾーン

山と湖をつなぐ平野ゾーン

霞ヶ浦ゾーン

筑波・鶏足山塊ゾーン

山と湖をつなぐ平野ゾーン

霞ヶ浦ゾーン
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凡　　例

薬王院とスダジイの樹叢薬王院とスダジイの樹叢女体山のブナ林女体山のブナ林

女体山山頂の斑れい岩 筑波山梅林 峰寺山の球状花崗岩女体山山頂の斑れい岩 筑波山梅林 峰寺山の球状花崗岩

滝野不動堂 高峯のヤマザクラ 雪入ネイチャーセンター滝野不動堂 高峯のヤマザクラ 雪入ネイチャーセンター

崎浜のカキ化石床 古鬼怒川の礫質堆積物 湖岸低地とハス田崎浜のカキ化石床 古鬼怒川の礫質堆積物 湖岸低地とハス田

石の百年間 笠間焼 帆曳船発祥の地石の百年館 笠間焼 帆曳船発祥の地

川口公園 土浦城跡と水堀川口公園 土浦城跡と水堀

筑波山神社拝殿 夫女ヶ石筑波山神社拝殿 夫女ヶ石

　男体山と女体山の山頂は、周囲
に分布する巨石・奇岩群とともに
すべて斑れい岩でできています。
斑れい岩の巨石・奇岩は、マグマ
の冷却過程で形成された多方向の
割れ目と、地表露出後の風化・侵
食がつくり出しました。

　筑波山梅林には、過去の土石流
などがもたらした斑れい岩の巨礫
などからなる山麓緩斜面堆積物が
分布します。また林道沿いでは、
筑波花崗岩が風化・侵食でもろく
なり、マサ化していく様子を観察
できます。

　筑波山北東の峰寺山山腹では、
たくさんの卵型の組織が発達した
球状花崗岩を観察することができ
ます。球状花崗岩は小判石とも呼
ばれ、学術的価値と希少性から茨
城県の天然記念物に指定されてい
ます。

　笠間盆地北部にある滝野不動堂
の境内では、石灰岩の岩塊が長年
の風雨で風化・侵食してできた小
さなカルスト地形が見られます。
この石灰岩は、海洋プレート上の
海山の浅海域で形成されたもので
す。

　高峯や富谷山では、砂岩・泥岩や
それらの互層が分布しています。こ
れらの岩石は、海洋プレートと大陸
プレートの境界付近で形成されまし
た。高峯はヤマザクラの群生地とし
ても有名で、春の開花期には多くの
観光客が訪れます。

　雪入ふれあいの里公園は採石場
跡地を利用した自然公園です。園
内では花崗岩や変成岩をはじめ、
筑波山塊の動植物を観察できま
す。付属のネイチャーセンターで
は、採石中に発見された珍しい鉱
物も展示されています。

　崎浜から川尻にかけては、約
7,000年～6,000年前の縄文海
進時の波浪でつくられた崖がよく
発達しています。これらの崖に
は、古東京湾が発達していた時代
の干潟に生息していたカキ化石の
密集層が見られます。

　筑波山西麓には、約2万年前ま
でここを流れていた古鬼怒川がつ
くった広い平坦面が発達していま
す。桜川の河岸や河床では、約3
万年前に古鬼怒川が日光連山から
運んだ安山岩や流紋岩など多数の
丸いレキが見られます。

　沖宿は、霞ヶ浦がかつて海だった
頃に形成された州浜上につくられ
た集落です。周辺に広がる低湿地帯
は、約7,000年～6,000年前の縄
文海進後の海面低下で形成された
もので、現在は国内第１位のレンコ
ン生産地となっています。

　石の百年館は花崗岩（稲田
石）の採石の歴史を紹介した
資料館で、建材として再利用
した稲田石が使われていま
す。館内では、稲田・笠間付
近の岩石や鉱物、花崗岩に関
連する窯業や酒造業なども紹
介されています。

　笠間盆地には、花崗岩が風
化してできた粘土を多く含む
地層が点在しています。石英
粒子を含むこの粘土は蛙目
（がいろめ）粘土とよばれ、
江戸時代から続く伝統工芸品
である笠間焼の胎土として用
いられています。

　出島先端に位置する歩崎
は、茨城県内で最初に指定さ
れた名勝地で、帆曳船発祥の
地としても知られています。
歩崎周辺では、帆曳船や帆曳
き網漁の保存・継承を目的と
した観光帆曳船が毎年7～11
月に操業しています。

　上郷西部を流
れ る 小 貝 川 で
は、蛇行河川が
つくる地形や堆
積物を観察でき
ます。川沿いで
は、微高地上の
集落、低湿地の
田んぼや小貝川
水運の遺構など、河川地形を利用した人々の暮
らしを見ることができます。

　土浦城跡は桜
川河口の三角州
上に建てられた
江戸時代の城郭
跡で、その水堀
はかつての地形
の名残をとどめ
ています。また
土浦市街には、
明治時代に起きた霞ヶ浦からの逆流といった水
害への防災遺構が残されています。

　山頂付近で見
ら れ る ブ ナ 林
は、約２万年前
の氷河期の生き
残りと言われ、
近年その衰退・
減少が危惧され
ています。ブナ
が生い茂る登山
道や自然研究路沿いでは、カタクリをはじめ四
季折々の動植物を楽しむことができます。

　酒寄では、冬
季の温暖な気候
と水はけのよい
地形を利用した
フクレミカンや
ウンシュウミカ
ンの栽培が盛ん
です。また、樹
齢数百年と言わ
れる椎尾山薬王院のスダジイの樹叢（じゅそう）
は、茨城県の天然記念物に指定されています。

　筑波山信仰の
歴史を今に伝え
る 筑 波 山 神 社
は、筑波男大神
（イザナギノミ
コト）と筑波女
大神（イザナミ
ノミコト）の夫
婦二神を主神と
する名社です。明治の廃仏毀釈（はいぶつきし
ゃく）までは、知足院中禅寺として人々の信仰
を集めました。

　筑波ふれあい
の里にある夫女
ヶ石（ぶじょが
いし）は２つの
斑れい岩の巨礫
です。それぞれ
が男女を示し、
古代には、この
石の周りで嬥歌
（かがい）とよばれる男女が集って歌を掛け合
う宴が行われたと伝えられています。

　ジオサイトとは、貴重な地形・地質の見どころが楽しめる場所のことです。筑波山
地域ジオパーク構想では、筑波山地域を3つのゾーンに分け、筑波山塊と鶏足山塊、
霞ヶ浦や関東平野の見どころを7つのジオストーリーと26のジオサイトを使って紹介
しています。ジオサイトでは、生物・生態系や歴史・文化・産業などの見どころも紹
介していますので、様々な興味や視点でジオサイトを楽しむことができます。

けい そく

　筑波山は、山頂から中腹は約7,500万年前に形成された斑れい岩、中腹より下は約6,000万年前に形成された
花崗岩でできています。斑れい岩は、風化や侵食には強いものの、多方向の割れ目が発達して巨礫になりやす
い性質があります。筑波山の急峻な双峰と山頂近くの巨石や奇岩の形成には、この性質が関係しています。一
方、花崗岩は深部まで風化して、マサ（真砂）という崩れやすい状態になりやすい性質があります。集中豪雨
などの際には、マサが上部の斑れい岩の巨礫とともに崩れ、土石流をひき起こすことがあります。筑波山の広
い裾野は、主に過去の土石流の堆積物がつくり出したものです。

　霞ヶ浦（西浦）に突き出た出島半島とその付け根にある2つの入り江（土浦入りと高浜入り）は、約13万年
前以降の気候変動がもたらした急激な海面上昇と低下の繰り返しと、それに伴う陸上での河川の大規模な削り
込みや流路の変更がつくり出した地形です。こうした地形やその中に含まれる堆積物は、かつてこの地域に
「古東京湾」や「古鬼怒川」とよばれる大きな内海や大河川が存在していたことを私たちに教えてくれます。

　鶏足山塊の山々には、チャート、石灰岩や砂岩・泥岩などの岩石が点在しています。これらの岩石は、
約2億5,000万年～1億5,000万年前の海洋プレートの大移動と沈み込みの過程で、深海底、海山上や海溝
付近で形成されたものです。このように、形成年代や環境が大きく異なる岩石が現在まとまって見られる
のは、海洋プレートが大陸プレートの下に沈み込む際に、表面にあった岩石が大陸プレート側に次々と剥
ぎ取られて貼りつけられたからです。こうした岩石の集合体は「付加体」とよばれ、日本列島の背骨とな
る地質を形成しています。

　筑波山、加波山や吾国山など筑波山塊の山頂付近で見られるブナ林は、約2万年前の地球最後の氷
河期から生き延びてきた森林です。また、中腹から山麓で見られるスダジイやタブノキは、本来温
暖な地域の海岸近くでよく見られる樹木ですが、約7,000年～6,000年前の温暖で、海岸線が今より
も内陸にあった時代に、筑波山塊まで分布を広げたと考えられています。このように筑波山塊に
は、過去の急激な気候変化とともに移り変わってきた植生の面影が残されています。

　桜川や小貝川などの流域には、蛇行河川による土砂の運搬や堆積、削り込みなどがつくり出した
様々な地形が残されています。これらの地形から、私たちは、水害を引き起こす河川の氾濫メカニ
ズムや、河川地形の発達史を学ぶことができます。また、これらの河川流域に残された湿地・里山
の生態系やそこに暮らす人々の歴史・文化からは、河川のもたらす脅威と恵み、自然との調和の大
切さを実感することができます。

　急峻な双峰となだらかな裾野をもつ筑波山は、古くから山岳信仰の対象や神仏習合の霊場として
多くの人々が訪れてきました。筑波山神社をはじめ、筑波山に残る多くの寺社仏閣は、こうした信
仰の歴史を今に伝えています。またこの山の秀麗な山容は、美的対象として文学でもたびたび取り
上げられてきました。常陸国風土記や万葉集に描かれた筑波山の四季折々の景観は、今も地域の原
風景として人々に愛されています。

　筑波山地域の大地がもたらす石、土そして水は、本地域の様々な伝統産業を育んできました。
「真壁石」や「稲田石」とよばれる花崗岩は、良質の石材として迎賓館や国会議事堂などに用いら
れ、日本の近代建築の発展を支えました。花崗岩が風化してできた良質の粘土は、古来本地域の窯
業を育み、笠間焼などの関東を代表する焼き物を世に送り出しました。筑波山塊がもたらす豊富な
水は、関東平野や霞ヶ浦での農業や水産業、酒・醤油などの醸造業や霞ヶ浦流域での水運を発展さ
せました。

（歴史・文化ポイント）
　 笠間盆地

その他のジオサイト：　 羽鳥; 　 酒寄・椎尾; 　 山ノ荘; 　 吾国山・愛宕山など

その他のジオサイト：　 平沢・宝篋山; 　 山ノ荘; 　 閑居山・権現山; 　 龍神山・波付岩; 　 吾国山・愛宕山など

筑波山山頂 筑波山南麓 峰寺山・十三塚

崎浜・川尻 桜川中流 沖宿

笠間盆地 高峯・富谷山 雪入・三ツ石

その他のジオサイト：　 加波山・足尾山; 　 八郷盆地; 　 土浦など

その他のジオサイト:　 羽鳥; 　 酒寄・椎尾; 　 高浜・石岡など

（歴史・文化ポイント、ビジターセンター）
　 稲田・福原

（歴史・文化ポイント）
 　歩崎

その他のジオサイト：　 加波山・足尾山; 　 筑波山南麓; 　 峰寺山・十三塚; 　 吾国山・愛宕山など

その他のジオサイト：　 桜川中流; 　 六斗など

その他のジオサイト：　 六斗； 　 花室川； 　 上高津； 　 高浜・石岡など

(生物・生態系および歴史・文化ポイント)
　 上郷

(歴史・文化ポイント)
　 土浦

(生物・生態系ポイント)
 　筑波山山頂

(生物・生態系ポイント)
 　酒寄・椎尾

（歴史・文化ポイント）
　 筑波山南麓（筑波山神社等）

（歴史・文化ポイント）
　 筑波山南麓（夫女ヶ石等）

5 6 12

19 24 20

15 1 9

1110

143 4 8

25 21

147 8

12 1462

5 4

24 26

173 4

6 6

13 21
2

16 15 18

26 23 22 17

筑波・鶏足山塊ゾーン

霞ヶ浦ゾーン

山と湖をつなぐ平野ゾーン

非火山地域で語るダイナミックなプレート運動の歴史

国内第2位の湖面積を誇る霞ヶ浦で語る海水準変動と海跡湖の形成史

日本最大の関東平野で語る海水準変動と平野の形成史

ストーリー1 急峻な双峰と広い裾野を有する筑波山

ダイナミックな大地の変動を語る筑波山塊と鶏足山塊

ストーリー3 古東京湾や古鬼怒川などがつくり出した霞ヶ浦

ストーリー2

石・土・水が育んだ筑波山地域の産業ストーリー7

ストーリー4 筑波山塊に残る氷期・間氷期の森林生態系

ストーリー5 蛇行河川と人々の暮らし

ストーリー6 信仰と文学を育んだ筑波山

霞ヶ浦ゾーン

山と湖をつなぐ平野ゾーン

筑波・鶏足山塊ゾーン
非非
筑筑

筑波山地域ジオパーク
ジオサイトマップ

筑波山地域ジオパーク
ジオサイトマップ
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■
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１■
参
加
費
／
無
料

■
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前
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要
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
商
工
観
光

課
（
☎
０
２
９
６-

55-

１
１
５

９
直
通
）
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オ
パ
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初
級
講
座
開
催

　高峯から富谷山にかけては、今から約 2 億 5
千万年前～約１億 5千万年前、「海溝」とよばれる
深い海の底にたまった砂や泥でできた岩石が見られ
ます。
　これらの山にある展望台からは、吾国山、加波山
や筑波山の山並みと、岩瀬盆地や関東平野、そこを
流れる桜川の眺望を楽しむことができます。

　花こう岩の巨石や、奇岩がそびえる加波山や足尾
山などの山々は、古くから山岳信仰の場として知ら
れています。特に近代以降は、山頂近くの花こう岩
が良質の石材「真壁石」として切り出され、ふもと
の地域に石材産業を発達させました。
　また、花こう岩が風化してできた土や、花こう岩
地帯からしみ出したミネラルに富んだ水は、この地
域の農業だけでなく、窯業や醸造業の発展をもたら
しました。

　羽鳥地区には、筑波山山頂をつくる斑れい岩の巨
レキが多数転がっています。これらの巨レキは、か
つて筑波山中腹～山麓での度重なる土石流がもたら
したものです。
　こうしてできた緩やかな斜面上には、落葉広葉樹
林とアカマツ林跡が残り、春先の落葉樹林の林床に
は、カタクリやニリンソウが咲き誇ります。

　酒寄地区は、「斜面温暖帯」による冬季の温暖な
気候と「山麓斜面堆積物」で形成された水はけのよ
い斜面を利用した温州ミカンや、福来ミカンの栽培が
盛んです。10月下旬～ 12月上旬の収穫期には、広
大な関東平野を眼下に望みながら、観光ミカン狩り
を楽しむことができます。
　また、椎尾地区の薬王院境内には、ミカンと同様
に温暖な気候を好むスダジイの巨木が生い茂り、こ
れらは茨城県の天然記念物に指定されています。

桜
川
市
内
の

４
つ
の
ジ
オ
サ
イ
ト
と
見
ど
こ
ろ

　 加波山・足尾山

　 酒寄・椎尾

　 高峯・富谷山

　 羽鳥

●❶●❷

●❹ ●❸
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まちの話題

環境事業部　筑西市直井1060
一般廃棄物処理業許可桜川市第28事16号、産業廃棄物処理業許可茨城県第45834号

☎0296－22－2626
お気軽にお問い合わせください

電気製品・集積所へ出せないごみ・建て替え・
リフォーム時・引っ越しなど...

㈲つくば環境サービス

一般廃棄物／産業廃棄物ごみ処理に困ったら
粗大ごみ 遺品整理 訳ありごみ

見
　
積
　
無
　
料

１
つ
で
も
Ｏ
Ｋ

処分するものの片付け・
荷まとめ・運び出し
すべてお任せください。
店舗・事務所・工場
でもＯＫ!!　

親切・丁寧　
　安心価格
親切・丁寧　
　安心価格

☎0296－76－5789
桜川市青柳431-1
（国道50号ローソン交差点）

週２日～、１日２h～OK　土日のみOK　時間・曜日応相談
交通費支給　食事補助あり　制服貸与
未経験者・経験者・学生（高校生もOK）・フリーター・主婦の方　歓迎！

一緒に働きませんか？

ゆきむら亭 岩瀬店

時給 ９００円～　【高校生：８００円～】
　　 ２２時以降：１,１２５円～（３か月研修期間あり）
勤務時間　９：００～２４：３０

ガス機器を使用するときには「必ず換気」をしましょう。
点火しにくい器具、古いタイプの湯沸器・風呂釜等お使いではありませんか？
ガス漏れ警報器やCO（一酸化炭素）警報器を取付けることで事故防止となります。
LPガス販売店にご相談下さい。
また、住宅工事等によるガス事故防止のため、工事予定の際は、販売店にお声かけお
願いします。

茨城県高圧ガス保安協会 岩瀬部会（笠間支部）　☎０２９６-７２-５０８４（LPG保安センター内）

LPガス販売店は、みな様のくらしを見守り続けています

『
ぼ
ん
べ
ー
』君

さくらがわ　2016.11.1 6さくらがわ　2016.11.17

9月6日

桜
川
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も
会
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成
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合
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主
催

に
よ
る
「
桜
川
市
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も
会
ぼ
う

さ
い
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検
隊
」
が
、
桜
川
市
真
壁

福
祉
セ
ン
タ
ー
や
筑
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域
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本
部
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
内
小
学
生
32
人
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
市
内
中
学

生
３
人
が
参
加
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ド

ラ
ム
缶
風
呂
や
炊
き
出
し
体
験
な

ど
の
活
動
を
通
し
て
、
楽
し
み
な

が
ら
防
災
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い
て
学
び
ま
し
た
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交
通
安
全
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齢
者
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投
げ
大
会

が
、
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

シ
ト
ラ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
日
頃
行
っ
て
い
る
輪

投
げ
競
技
の
中
に
交
通
安
全
ル
ー

ル
を
取
り
入
れ
、
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
安
全
歩
行
と
輪
投
げ
の
総
合

点
数
で
競
い
合
い
、
団
体
戦
で
は

大
泉
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
普
段
の
輪
投
げ
と

は
違
っ
た
ル
ー
ル
や
雰
囲
気
を
楽

し
み
ま
し
た
。

堤
上
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
（
堤

上
地
区
）
で
、
第
17
回
桜
川
カ

ボ
チ
ャ
会
品
評
会
が
開
催
さ
れ
、

93 

kg
の
カ
ボ
チ
ャ
を
出
品
し
た

両も
ろ
ず
み角
信し

ん
い
ち一
さ
ん
（
同
地
区
）
が
、

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

こ
の
品
評
会
は
、
巨
大
な
カ
ボ

チ
ャ
の
重
さ
を
競
う
も
の
で
、
今

年
は
30
人
が
出
品
し
ま
し
た
。

同
会
会
長
の
石い

し
つ
か塚
正し

ょ
う
い
ち一
さ
ん

は
、「
来
年
は
、
１
０
０
kg
を
超

え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

紫
尾
小
学
校
内
を
流
れ
る
紫
尾
川

（
通
称 

な
か
よ
し
川
）
を
堰
き
止
め

ア
ユ
を
放
流
し
て
、
素
手
で
捕
ま
え

る
校
外
活
動
（
チ
ビ
ッ
子
ふ
れ
あ
い

教
室
）
が
、
真
壁
地
区
の
小
学
生
を

対
象
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

紫
尾
地
区
実
行
委
員
会
の
主
催
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

普
段
、
川
に
素
足
で
入
っ
た
り
、

元
気
よ
く
泳
ぐ
ア
ユ
に
手
づ
か
み
で

直
接
触
れ
る
こ
と
の
な
い
子
ど
も
た

ち
は
大
喜
び
。
大
変
貴
重
な
体
験
を

し
ま
し
た
。

筑
西
合
同
庁
舎
に
お
い
て
、
茨

城
県
道
路
里
親
制
度
協
定
書
調
印

式
お
よ
び
認
定
書
交
付
式
が
行
わ

れ
、
犬
田
区
道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
力
会
が
、
桜
川
市
内
で
は
２
団

体
目
と
な
る
道
路
里
親
団
体
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

榎え
の
き
ど戸

己み

知ち

隆た
か

代
表
は
、「
長
年

行
っ
て
き
た
道
路
の
清
掃
活
動
が

認
め
ら
れ
て
嬉
し
く
思
う
。
地
域

で
よ
り
一
層
努
力
し
て
、
道
路
の

環
境
美
化
に
努
め
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

同
会
は
引
き
続
き
、
県
道
つ
く

ば
益
子
線
、
桜
川
土
浦
潮
来
自
転

車
道
線
の
清
掃
・
除
草
・
花
壇
の

植
栽
な
ど
を
行
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
犬
田
地
区
で
は
、
犬

田
子
供
会
育
成
会
（
石い

し
じ
ま島
修し

ゅ
う
じ史
会

長
）
の
メ
ン
バ
ー
が
、
県
道
つ
く

ば
益
子
線
と
、
桜
川
土
浦
潮
来
自

転
車
道
線
の
交
差
点
に
あ
る
花
壇

の
手
入
れ
を
行
っ
て
お
り
、
色
と

り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

川
原
町
地
区
自
主
防
災
会
主
催

の
防
災
訓
練
が
、
真
壁
小
学
校
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
川
原
町
地
区
住
民
を

は
じ
め
、
桜
川
警
察
署
や
桜
川
市

消
防
団
な
ど
が
参
加
。
水
消
火
器

を
使
っ
て
の
初
期
消
火
訓
練
や
、

救
出
・
救
護
訓
練
、
給
食
給
水
訓

練
、
災
害
時
に
は
効
果
の
あ
る
ラ

ジ
オ
体
操
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
災
害
時
に
は

地
域
一
丸
と
な
り
、
地
域
を
守
る

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
カ
ス
ミ
岩
瀬

店
で
、
公
衆
衛
生
の
向
上
や
水
質

浄
化
の
向
上
を
目
的
に
、
市
と
茨

城
県
が
協
力
し
て
、
下
水
道
接
続

促
進
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
啓

発
品
を
店
頭
で
配
布
し
て
、
公
共

下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
へ
の
早

期
接
続
に
よ
る
公
衆
衛
生
・
生
活

環
境
の
向
上
や
、
河
川
な
ど
の
水

質
保
全
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

10月6日

８月20日～21日

9月4日

9月4日9月16日

9月4日

桜
川
市
子
ど
も
会
ぼ
う
さ
い
探
検
隊
を
開
催

交
通
安
全
高
齢
者
輪
投
げ
大
会
で

�

大
泉
チ
ー
ム
優
勝

見
事
！
93�

kg
の
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
優
勝

�

－

桜
川
カ
ボ
チ
ャ
会
品
評
会

－

川
原
町
地
区
で
自
主
防
災
訓
練
開
催

「
下
水
道�

つ
な
が
れ
き
れ
い
な�

ま
ち
づ
く
り
」

�

下
水
道
接
続
促
進
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

チ
ビ
ッ
子
ふ
れ
あ
い
教
室

�

ア
ユ
の
つ
か
み
取
り

犬
田
地
区
で
道
路
清
掃
活
動
実
施
中

　�

　�

犬
田
区
道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
会
が

道
路
里
親
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

出品されたジャンボカボチャと出品者の皆さん犬田子供会育成会が手入れをしている花壇

水消火器を使って、
初期消火訓練に挑戦する子どもたち

店頭で実施された
下水道接続促進街頭キャンペーン

放流されたアユの掴みどりに挑戦する子どもたち
犬田区道路ボランティア協力会の皆さんと

富
と み た

田広
ひ ろ み

美筑西土木事務所長（１列目左）と大塚市長

筑西広域消防本部を見学した子どもたち大会に参加した高齢者の皆さん



歯科　小児歯科 インプラント
（自由診療 １歯 20 万円～）

床　矯　正
（自由診療 ９万円～）

桜川市西飯岡539-4  坂戸小学校正門前 ☎0296－76－3700http://www.yanagida-dc.com

■診療時間／午前9：00～ 12：30 
　　　　　　午後2：30～　7：00
■休 診 日／木曜午後・土曜午後・日曜・祝日

歯科医師　柳田佳代子　柳田充康

歯科用CTあり（撮影料 19,800 円～） 資格取得資格取得
少子・高齢化が進展する現在、資格者として
医療の分野で輝けるフィールドが大きく広
がっています。
当学院では、幅広い年齢層の生徒が共に学び、
地域医療の最前線で活躍しています。社会人
の方々も、数多くチャレンジしています。

真壁医師会准看護学院
☎0296－22－7702

筑西市二木成827-1
（下館南中学校そば）

http:www.m-ishikai.com/gakuin/

働きながら
学ぶ

働きながら
学ぶ

入学相談・学院見学　随時受付中入学相談・学院見学　随時受付中Baby Kumon教室開講中0～2歳の親子で参加

誠
実
に
、
忠
実
に
。

あ
な
た
の
側
で
、

そ
ば

 市
い ち の つ か

野塚 ヨヲ さん
（東飯田地区）

猪
い の せ

瀬 つや さん
（真壁町真壁地区）

枝
えだかわ

川 フミ さん
（真壁町椎尾地区）

中
なか

原
はら

 ハツヱ
え

 さん
（本木地区）

廣
ひろさわ

澤 カツエ さん
（青木地区）

村
むらかみ

上 みい さん
（岩瀬地区）

落
おちあい

合 つま さん
（真壁町羽鳥地区）

鹿
か む ら

村 文
ふみ

子
こ

 さん
（真壁町真壁地区）

栗
くり

山
やま

 はる さん
（真壁町東山田地区）

武
たけ

井
い

 み以
い

 さん
（真壁町椎尾地区）

廣
ひろ

瀬
せ

 元
もと

一
いち

 さん
（犬田地区）

１
０
０
歳
を

迎
え
ら
れ
る
方

　

敬
老
の
日
の
９
月
19
日
に
、
大

塚
市
長
が
、
市
内
の
男
性
・
女
性

の
最
高
齢
の
方
と
１
０
０
歳
を
迎

え
ら
れ
る
方
を
訪
問
。
ご
本
人
や

ご
家
族
の
方
に
お
祝
い
と
励
ま
し

の
言
葉
を
述
べ
、
国
や
県
、
市
か

ら
の
褒
状
お
よ
び
記
念
品
な
ど
を

お
届
け
し
ま
し
た
。

市
内
の
最
高
齢
の
方

　

桜
川
市
内
最
高
齢
の
女
性
は
、

寺
﨑
ふ
み
さ
ん
（
富
岡
地
区
）
で

大
正
元
年
10
月
10
日
生
ま
れ
の

１
０
4
歳
で
す
。
男
性
は
、
宮
本

市内男性最高齢の宮本関三郎さん（103 歳）。
６月で 103 歳を迎えられました。

関
三
郎
さ
ん
（
高
久
地
区
）
で

大
正
２
年
６
月
15
日
生
ま
れ
の

１
０
３
歳
で
す
。

１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方

　

本
年
度
、
桜
川
市
内
で
１
０
０

歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
は
男
性
１

人
・
女
性
11
人
で
計
12
人
で
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
大
正
５
年

４
月
１
日
～
大
正
６
年
３
月
31
日

に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

　

下
記
に
、
該
当
の
方
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
都
合
に
よ
り
、
ご
紹
介

で
き
な
い
方
も
い
ま
す
。

市内女性最高齢の寺﨑ふみさん（104 歳）。
10 月に 104 歳を迎えられました。

一世紀を歩んで こられた皆さま
ご長寿おめで とうございます

さくらがわ　2016.11.1 8さくらがわ　2016.11.19



Health guide健康ガイド

月分

《問合先》健康推進課
 ☎ 0296 －75 －3159（直通）
 ☎ 58－5111・75－3111（代表）

詳細は、「桜川市健康カレンダー」をご覧ください。

住所：桜川市堤上407　講師：深谷尚子 0120－047－321

ＥＣＣジュニア・ＢＳつつみのうえ教室
国際的に認められた“高品質”な教育を提供

２歳児～大人まで
水～土曜日開講

すくすくと未来へ

フリー
ダイヤル

2017年度新入生募集開始
無料体験レッスン受付中！

弁護士法人 萩原総合法律事務所弁護士法人 萩原総合法律事務所 ☎0296-48-8875
筑西市乙828番3 SATOHビル2階（JR下館駅南口徒歩1分）

（月～金  9:00～12:00、13:00～17:30）茨城県弁護士会所属　弁護士　萩原 慎二、平久 真、野田 幹子茨城県弁護士会所属　弁護士　萩原 慎二、平久 真、野田 幹子

検索萩原総合

日　時：11月20日（日） 9：00～17：00
場　所：弁護士法人 萩原総合法律事務所

予約制となります。事情によりお断りする可能性もございます。
初回相談の方を優先させていただきます。

下館駅　南口
至新治至玉戸

● ホテル新東

1F BIGFACE

ひらり ●

入口

●
パチンコ
グランド麗都

●バス停
　下館駅南口

P

SATOHビル ２階

無料法律相談会開催のお知らせ無料法律相談会開催のお知らせ

さくらがわ　2016.11.1 10さくらがわ　2016.11.111

乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
４
～
７
か
月
児
育
児
相
談

・
対
象
／
Ｈ
28
年
６
月
～
７
月
生

・
日
程
／
12
月
７
日
（
水
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
27
年
12
月
生

・
日
程
／
12
月
12
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
27
年
４
月
～
５
月
生

・
日
程
／
12
月
６
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
歯
ブ
ラ
シ
、
バ

ス
タ
オ
ル

真
壁
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
27
年
10
～
12
月
生

・
日
程
／
12
月
14
日
（
水
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

母
と
子
の
健
康
づ
く
り

■
離
乳
食
相
談
（
定
員
20
名
）

・ 

対
象
／
生
後
４
～
６
か
月
児
を

も
つ
保
護
者

・
日
程
／
12
月
２
日
（
金
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・ 

受
付
時
間
／
９
時
45
分
～
10
時

・
開
催
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

成
人
健
康
診
査

　

各
健
診
と
も
過
去
３
年
間
に
、

１
回
で
も
受
診
さ
れ
た
方
に
通
知

を
送
付
し
ま
す
。
新
た
に
健
診
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
健
康
推
進
課

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
ミ
ニ
ド
ッ
ク

・
対
象
／
40
歳
以
上
の
方

・ 

日
程
・
会
場
／
12
月
19
日
（
月
）・

真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
20
日

（
火
）・
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
７
時
～
10
時

・ 

内
容
／
胃
が
ん
検
診
、
結
核
・

肺
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、

前
立
腺
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
、
特
定
健
診
、
後
期

高
齢
者
健
診

※�

検
査
項
目
に
よ
り
対
象
年
齢
が

変
わ
り
ま
す
。

■
大
腸
が
ん
検
診

・ 

対
象
／
40
歳
以
上
の
方
。
ミ
ニ

ド
ッ
グ
・
住
民
健
診
を
受
診
せ

ず
、
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
ご

希
望
の
方
は
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

・
日
程
／
12
月
26
日
（
月
）

・ 
会
場
／
健
康
推
進
課
（
岩
瀬
庁

舎
）・
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
９
時
～
10
時

総
合
健
康
相
談

■
総
合
健
康
相
談
（
要
予
約
）

・ 

日
程
／
12
月
14
日
（
水
）・
22

日
（
木
）

・ 

会
場
／
健
康
推
進
課
（
岩
瀬
庁

舎
）
ま
た
は
真
壁
保
健
セ
ン

12

健
康
づ
く
り
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

糖
尿
病
予
防
教
室

タ
ー

・
受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

精
神
保
健

　
「
最
近
、
よ
く
眠
れ
な
い
」「
人

の
視
線
が
気
に
な
る
」
な
ど
、
心

の
健
康
で
悩
ん
で
い
る
方
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ご
家
族
・
ご
近
所
・

職
場
の
方
か
ら
の
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

・
日
程
／
12
月
15
日
（
木
）

・
開
催
時
間
／
14
時
～
15
時
30
分

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・ 

内
容
／
精
神
科
医
が
担
当
し
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

休
日
応
急
診
察
医
療
機
関

診
療
時
間
／
９
時
～
12
時
、13
時
～
16
時

受
付
時
間
／
９
時
～
11
時
30
分
、13
時
～
15
時
30
分

12
月
４
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
平
島
医
院

・
住
所
／
岩
瀬
１
９
８

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

２
５
１
０

12
月
11
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
田
崎
内
科
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
田
２
６
８

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

２
５
１
１

12
月
18
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
山
王
病
院

・
住
所
／
岩
瀬
42

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

０
６
０
０

12
月
23
日
（
金
）

・
医
療
機
関
名
／
阿
部
田
医
院

・ 

住
所
／
真
壁
町
亀
熊
１
２
３-

１

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
３
０
５

12
月
25
日
（
日
）

・ 

医
療
機
関
名
／
鏑
木
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
住
所
／
加
茂
部
４-

１

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

76-

３
１
３
１

12
月
29
日
（
木
）

・
医
療
機
関
名
／
根
本
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
真
壁
２
０
２

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
０
２
７

12
月
30
日
（
金
）

・ 

医
療
機
関
名
／
延
島
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
住
所
／
東
飯
田
６
５
８

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

５
０
５
８

12
月
31
日
（
土
）

・ 

医
療
機
関
名
／
つ
く
し
野
ク
リ

ニ
ッ
ク

・
住
所
／
真
壁
町
椎
尾
２
０
２
２

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

20-

７
７
５
５

　

９
月
26
日
、
平
成
28
年
度
桜
川

市
健
康
づ
く
り
標
語
コ
ン
テ
ス
ト

の
表
彰
が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
と

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
６
人
の
小
中

学
生
が
、
大
塚
市
長
か
ら
賞
状
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
市
民
の

皆
様
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
意

　

桜
川
市
は
全
国
に
比
べ
、
糖
尿

病
に
よ
る
死
亡
率
が
高
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
初
め
の
う
ち
は
痛
く

も
痒
く
も
な
い
病
気
な
の
で
放
置

さ
れ
が
ち
で
、
進
行
す
る
と
、
糖

尿
病
神
経
障
害
、
糖
尿
病
網
膜
症

な
ど
の
合
併
症
で
、
長
く
苦
し
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
は
、コ
ン
ト
ロ
ー
ル（
生

活
習
慣
病
改
善
）
次
第
で
、
怖
い

病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

糖
尿
病
を
予
防
す
る
た
め
の
教

室
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
自
身

や
ご
家
族
で
糖
尿
病
が
気
に
な
る

方
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
11
月
29
日
（
火
）
13
時

30
分
～
15
時

■
場
所
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
講
師
／
県
西
総
合
病
院�

内
科�

小こ
ば
や
し林

和か
ず
と人

先
生

■
定
員
／
50
名

■
申
込
期
限
／
11
月
22
日
（
火
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
健
康

推
進
課
（
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
５
９
直
通
）

識
を
高
め
る
た
め
、
市
内
の
小
中

学
生
を
対
象
に
、
標
語
を
募
集
し

た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
市
健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

健
診
の
通
知
文
書
に
記
載
す
る
な

ど
、
健
康
づ
く
り
の
啓
発
活
動
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

※�

当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場

合
は
各
庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
の

う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

最優秀 けんしんで　まもるけんこう　まもれるいのち
林
はやし

　太
た い き

輝 さん（南飯田小２年：写真前段左）
優　秀 うす味は　かぞくをおもう　おもいやり

伊
い と う

藤　圭
け ん し ん

辰 さん（岩瀬小１年：写真前段中央）
優　秀 どうしたの　そのひとことで　すくえるいのち

遠
と お や ま

山　蒼
そ う じ ゅ

樹 さん（大国小１年：写真前段右）

最優秀 気づいてる？　ことばの重さ　心のおもさ
柴
し ば

　茅
ち ひ ろ

優 さん（桃山中３年：写真後段左）
優　秀 健康が　けむりとともに　消えてくよ

相
あ い た

田　穂
の の か

乃花 さん（桃山中３年：写真後段中央）
優　秀 始めよう　未来を見据えた　運動習慣

尾
お み

見　美
み さ き

咲 さん（大和中２年：写真後段左）

小
学
生
の
部

中
学
生
の
部

平成28年度 健康づくり標語コンテスト最優秀・優秀作品
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市
職
員
募
集

税
務
課
臨
時
職
員
募
集

■
募
集
人
員
／
２
名

■
任
用
期
間
／
平
成
29
年
１
月
24

日
（
火
）
～
３
月
23
日
（
木
）

■
勤
務
内
容
／
事
務
処
理
お
よ
び

簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
で
の
入
力
作
業

■
勤
務
場
所
／
税
務
課
（
大
和
庁

舎
）

■
勤
務
時
間
／
９
時
～
17
時
（
月

曜
～
金
曜
日
ま
で
の
週
５
日
）

■
報
酬
／
時
給
８
５
０
円

■
通
勤
手
当
／
１
日
１
０
０
円

（
片
道
２
㎞
以
上
の
場
合
）

■
募
集
要
件
／
市
内
在
住
の
方
。

健
康
で
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
方

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
添

付
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限
／
11
月
30
日
（
水
）

必
着

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
税
務
課

（
〒
３
０
９-

１
２
９
３ 

桜
川

市
羽
田
１
０
２
３ 

☎
０
２
９
６

-

58-

５
６
０
２
直
通
）

お
知
ら
せ

新
入
学
児
童
に
ラ
ン
ド
セ
ル

を
贈
呈
し
ま
す

　

市
で
は
、
小
学
校
就
学
時
の
保

護
者
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、
平

成
29
年
４
月
入
学
児
童
に
ラ
ン
ド

セ
ル
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

贈
呈
は
、
２
月
に
各
小
学
校
で

予
定
し
て
い
る
入
学
説
明
会
時
に

行
い
ま
す
。

■
問
合
先
／
学
校
教
育
課
（
☎

０
２
９
６-

55-

１
１
９
８
直
通
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

上
野
沼
や
す
ら
ぎ
の
里
キ
ャ

ン
プ
場
施
設
使
用
料
の
減
免

■
対
象
施
設
／
ケ
ビ
ン
８
人
用
・

ケ
ビ
ン
６
人
用

■
減
免
期
間
／
11
月
１
日
（
火
）

～
平
成
29
年
２
月
28
日
（
火
）

■
減
免
対
象
／
桜
川
市
民
で
１
人

１
棟
ま
で
と
し
、
予
約
時
に
減
免

申
し
出
を
さ
れ
た
方
に
限
る
。

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

11
月
納
期
の
税
・
保
険
料

納
期
限
／
11
月
30
日（
水
）

固
定
資
産
税�

３
期

国
民
健
康
保
険
税�

５
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

５
期

　
税
・
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
使
用
料
／
ケ
ビ
ン
８
人
用
１
棟

１
泊
１
３，
０
０
０
円
（
50
％
減

額
）、
ケ
ビ
ン
６
人
用
１
棟
１
泊

８，
５
０
０
円
（
50
％
減
額
）

■
申
込
先
／
上
野
沼
や
す
ら
ぎ
の

里
キ
ャ
ン
プ
場
（
☎
０
２
９
６

-

76-

０
９
５
２
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

注
意
！
あ
な
た
の
土
地
が
狙

わ
れ
て
い
ま
す

　

悪
質
な
業
者
か
ら
金
銭
や
甘
い

言
葉
（
う
ま
い
話
）
で
土
地
利
用

を
求
め
ら
れ
、
安
易
に
同
意
し
て

し
ま
っ
た
結
果
、
大
切
な
土
地
に

廃
棄
物
を
不
法
投
棄
さ
れ
た
り
、

質
の
良
く
な
い
残
土
な
ど
を
埋
め

立
て
ら
れ
た
り
す
る
事
案
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

は
、「
う
ま
い
話
が
あ
っ
て
も
、
安

易
に
土
地
を
貸
さ
な
い
」
と
い
う

意
思
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
遊
休
地
に
い
つ
の
間
に

か
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
た
と
い
う

事
例
も
あ
り
ま
す
。
道
路
か
ら
奥

ま
っ
た
人
目
に
つ
き
に
く
い
土

地
、
手
入
れ
が
行
き
届
か
な
い
土

地
な
ど
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。
定

期
的
な
見
回
り
が
有
効
で
す
。

■
不
法
投
棄
・
野
焼
き
を
見
つ
け

た
ら
／
不
法
投
棄
１
１
０
番
（
☎

０
１
２
０-

５
３
６-

３
８
０
、

平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

※ 

受
付
時
間
外
は
桜
川
警
察

署
（
☎
０
２
９
６-

55-

０
１
１
０
）
ま
で

■
問
合
先
／
桜
川
市
環
境
対
策

課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）、
茨
城
県
廃
棄

物
対
策
課
（
☎
０
２
９-

３
０
１

-

３
０
３
３
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

優
良
運
転
者
地
区
表
彰
の
申

請
は
お
済
み
で
す
か

　

桜
川
地
区
交
通
安
全
協
会
で

は
、常
に
安
全
運
転
に
心
が
け
、他

の
運
転
者
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る

方
を
表
彰
し
ま
す
。
資
格
を
満
た

す
方
は
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
表
彰
資
格

・ 

無
事
故
、
無
違
反
運
転
者
（
過

去
10
年
以
上
）
で
あ
る
こ
と

・ 

桜
川
警
察
署
管
内
（
桜
川
市
内
）

に
居
住
し
、
四
輪
車
以
上
の
免

許
所
持
者
で
あ
る
こ
と

・ 

桜
川
地
区
交
通
安
全
協
会
会
員

で
あ
る
こ
と

■
受
付
時
間
／
８
時
30
分
～
16
時

30
分
（
月
曜
～
金
曜
日
ま
で
の
平

日
）

■
申
請
期
限
／
12
月
９
日
（
金
）

■
問
合
せ
・
申
請
先
／
桜
川
地
区

交
通
安
全
協
会
（
桜
川
警
察
署
内

☎
０
２
９
６-

54-

０
９
０
１
）

無
料
相
談

歯
の
な
ん
で
も
電
話
相
談

　

歯
に
関
す
る
悩
み
や
質
問
を
無

料
で
電
話
相
談
で
き
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
20
日
（
日
）
14
時

～
17
時

■
受
付
電
話
番
号
／
☎
０
２
９-

８
２
３-

７
９
３
０

■
回
答
者
／
歯
科
医
師

■
問
合
先
／
（
一
社
）
茨
城
県
保

険
医
協
会
（
☎
０
２
９-

８
２
３

-

７
９
３
０
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

調
定
相
談
会

　

裁
判
所
の
調
停
委
員
が
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
20
日
（
日
）
10
時

～
15
時
（
受
付
９
時
30
分
～
。
予

約
な
し
で
、
先
着
順
）

■
場
所
／
下
妻
市
立
下
妻
公
民
館

（
下
妻
市
本
城
町
３-

36-

１
）

■
相
談
内
容
／
夫
婦
関
係
、
親
子

関
係
、
相
続
関
係
、
扶
養
関
係
、

金
銭
関
係
、
土
地
建
物
関
係
な
ど

※ 

た
だ
し
、
裁
判
中
や
調
停
中
の

案
件
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
主
催
／
下
妻
調
停
協
会

■
問
合
先
／
水
戸
地
方
家
庭
裁

判
所 

下
妻
支
部 

家
事
係
（
☎

０
２
９
６-

43-

７
１
９
３
）

外
科
医
師

３
名
の
常
勤
決
定

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
、
筑

波
大
学
か
ら
外
科
医
師
３
名
（
常

勤
）
の
派
遣
が
決
定
し
、
外
科
系

疾
患
の
入
院
受
け
入
れ
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
常
勤
の
消
化
器
内
科
医

師
に
つ
い
て
も
、
現
在
、
招し

ょ
う
へ
い聘
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

詳
細
は
、病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

広
報
な
ど
で
、
今
後
、
お
知
ら
せ

を
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
県
西
総
合
病
院
（
☎

０
２
９
６-

75-

３
１
７
１
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

全
国
一
斉
労
働
ト
ラ
ブ
ル

１
１
０
番

　

労
働
問
題
全
般
に
関
す
る
相
談

に
、
司
法
書
士
が
無
料
で
応
じ
ま

す
。

■
日
時
／
11
月
27
日
（
日
）
10
時

～
17
時

■
相
談
電
話
番
号
／
☎
０
１
２
０

-

６
１
０-

４
５
６（
通
話
料
無
料
）

■
相
談
例
／
労
働
相
談
全
般
、
借

金
問
題
、住
居
問
題
、生
活
保
護
・

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

■
問
合
先
／
茨
城
青
年
司
法
書

士
協
議
会
（
☎
０
２
９
６-

48-

９
１
０
７
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

外
国
人
の
た
め
の
一
日
無
料

弁
護
士
相
談 

IN 

筑
西

　

主
に
県
西
地
区
に
居
住
す
る
外

国
人
の
抱
え
る
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、
無
料
休
日
弁
護
士
相
談

を
行
い
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
27
日
（
日
）
10
時

～
15
時
（
14
時
30
分
受
付
終
了
）

■
場
所
／
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
・
ア
ル
テ
リ
オ
２
階
（
筑

西
市
丙
３
７
２
）、
☎
０
９
０-

１
２
６
６-

８
３
７
１
（
当
日
だ

け
話
せ
ま
す
。）

■
相
談
内
容
／
無
料
・
面
談
方

式
・
秘
密
厳
守
で
す
。
在
留
資
格
、

労
働
関
係
、
国
際
結
婚
、
税
金
、

保
険
、
そ
の
他
生
活
全
般

■
相
談
言
語
／
日
本
語
、
英
語
、

中
国
語
、
タ
イ
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
韓
国
語
、
ス
ペ

イ
ン
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
ベ

ト
ナ
ム
語

■
問
合
先
／
（
公
財
）
茨
城
県

国
際
交
流
協
会 

外
国
人
相
談
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
２
９-

２
４
４-

３
８
１
１
）

健
康
福
祉

性
感
染
症
検
査
・
相
談
受
付

時
間
拡
大

　

筑
西
保
健
所
で
は
、
12
月
１
日

（
木
）
の
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
あ

わ
せ
て
、
11
月
30
日
（
水
）
の
検

査
受
付
時
間
を
午
後
ま
で
拡
大
し

ま
す
。

■
検
査
・
相
談
受
付
時
間
／
９
時

～
11
時
・
13
時
～
15
時

■
検
査
項
目
／
Ｈ
Ｉ
Ｖ
、
ク
ラ
ミ

ジ
ア
、
梅
毒
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎

■
予
約
／
事
前
に
電
話
に
よ
る
予

約
が
必
要
で
す
。

■
料
金
等
／
無
料
・
匿
名
で
受
け

ら
れ
ま
す
。

※ 

結
果
は
翌
週
以
降
の
水
曜
日

に
、
直
接
本
人
に
口
頭
で
お
知

県
西
総
合
病
院



桜川市役所代表電話番号　☎ 0296-58-5111・75-3111情報ひろば

時間

※祝日のある週は、水曜診察致します。

▼診察時間

9：30～12：30
12：30

9：00
〜

（受付は 12：00まで）

（受付は 18：30まで）
14：30～19：00

曜日 月 火 水 木 金 土 日

◯

◯

◯ 休

休

休

休休◯

◯

◯

◯

◯

来院前に、必ずご連絡ください。 新規生徒大募集！
個別指導で国内最大規模の明光義塾で、子どもたちのサポートをしています！
将来の自分自身の成長に繋がる勉強を一緒に行なっていきましょう！

　岩瀬教室にて無料体験授業も行なっています！
まずは、お気軽にお電話下さい！

岩瀬教室 ☎0296-75-4119
受付：月～金（祝日含む）１5：００～２１：００

さくらがわ　2016.11.1 14

　市民の皆様の声を行政に反映
するために、市長とお話しして
みませんか。話題はなんでも結
構です。
　なお、市長は職務上、急な用
務が入る場合がありますので、
その場合は副市長などが対応す
ることになります。
　お手数でも事前（前日）にお
問い合わせください。
■日時／ 11 月 21 日（月）
   9 時～ 12 時・13 時～ 16 時
■場所／市役所大和庁舎
■ 問合先／秘書広報課（☎ 58-

5111・75-3111 代表）

※ 次回／ 12 月 19 日（月）は、
市役所岩瀬庁舎で開催します。

市長と語ろう！
「市民の日」

ら
せ
し
ま
す
。

■
通
常
の
検
査
・
相
談
日
時

・
毎
週
水
曜
日
／
９
時
～
11
時

・
第
４
水
曜
日
／
17
時
～
19
時

■
問
合
先
／
茨
城
県
筑
西
保
健

所 

保
健
指
導
課
（
☎
０
２
９
６

-

24-

３
９
６
５
）

募
集

ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講

習
会

　

ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
基

礎
知
識
と
、
マ
シ
ン
の
使
用
方
法

に
つ
い
て
の
講
習
会
で
す
。

■
日
時
／
11
月
27
日
（
日
）

・ 

第
１
回
／
10
時
～
12
時
（
受
付

９
時
45
分
～
）

・ 

第
２
回
／
14
時
～
16
時
（
受
付

13
時
45
分
～
）

※ 

当
日
は
、
時
間
厳
守
。
遅
れ
ま

す
と
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

■
場
所
／
岩
瀬
体
育
館「
ラ
ス
カ
」

１
階
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
受
講
資
格
／
高
校
生
以
上
の
方

（
市
外
の
方
も
受
講
で
き
ま
す
。）

■
受
講
料
／
無
料

■
定
員
／
先
着
１
０
０
名
（
１

コ
ー
ス
50
名
）

■
受
付
開
始
／
11
月
５
日（
土
）～

■
申
込
方
法
／
岩
瀬
体
育
館
「
ラ

ス
カ
」
事
務
所
に
て
直
接
受
付
。

※ 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
で
は
、

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ･

申
込
先
／
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
（
岩
瀬
体
育
館
「
ラ

ス
カ
」
内 

☎
０
２
９
６-

75-

６
６
０
０
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

公
民
館
講
座
追
加
　
　
　
　

「
子
ど
も
へ
の
読
み
聞
か
せ

講
座
」

　
「
子
ど
も
へ
の
読
み
聞
か
せ
」

を
テ
ー
マ
に
、
講
義
と
実
演
を
中

心
と
し
た
講
座
を
、
追
加
で
開
講

し
ま
す
。

　

お
子
様
を
持
つ
保
護
者
の
方
だ

け
で
は
な
く
、
幼
児
・
児
童
向
け

の
読
み
聞
か
せ
を
行
う
団
体
の
方

な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
12
月
17
日
（
土
）・
平

成
29
年
１
月
14
日
（
土
）・
３
月

18
日
（
土
）
の
全
３
回
、
各
回
と

も
10
時
30
分
か
ら
１
時
間
程
度

■
会
場
／
真
壁
伝
承
館
会
議
室
１

■
募
集
人
員
／
30
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
生
涯
学
習

課
（
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

シ
ト
ラ
ス
内 

☎
０
２
９
６-

20-

６
３
０
０
、
月
曜
日
休
館
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

茨
城
県
立
下
妻
特
別
支
援
学

校
「
学
校
公
開
・
ふ
れ
あ
い

教
室
」

■
第
２
回
学
校
公
開

▽
日
時
／
11
月
８
日
（
火
）・
９

日
（
水
）・
11
日
（
金
）
９
時
30

分
～
14
時
30
分
（
受
付
９
時
15
分

～
）

※ 

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
第
２
回
ふ
れ
あ
い
教
室

▽
日
時
／
11
月
17
日
（
木
）
９
時

45
分
～
12
時（
受
付
９
時
30
分
～
）

▽
対
象
者
／
運
動
機
能
に
不
安
の

あ
る
お
子
さ
ん
と
保
護
者
お
よ
び

関
係
機
関
担
当
者

▽
申
込
期
限
／
11
月
10
日
（
木
）

■
会
場
／
茨
城
県
立
下
妻
特
別
支

援
学
校

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
茨
城
県
立

下
妻
特
別
支
援
学
校 

牛う
し
く久

（
☎

０
２
９
６-

44-

１
８
０
０
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
６-

43-

９
１
７
４
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

県
西
地
域
就
職
面
接
会

　

学
生
を
除
く
若
年
者
や
離
職
さ

れ
休
職
中
の
方
を
対
象
に
、
合
同

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

複
数
の
企
業
の
人
事
担
当
者
と

直
接
お
会
い
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。履
歴
書
を
複
数
枚
持
参
の
上
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
12
月
１
日
（
木
）
13
時

10
分
～
15
時
30
分
（
受
付
12
時
30

分
～
）

■
場
所
／
茨
城
県
筑
西
合
同
庁

舎
大
会
議
室
（
筑
西
市
二
木
成

６
１
５
）

■
参
加
事
業
所
数
／
約
20
社

■
問
合
先
／
い
ば
ら
き
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
県
西
地
区
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
９
６-

23-

３
８
１
１
）



〒300-4421 桜川市真壁町原方191-4
☎0296－23－9230

〒300-4513 筑西市中根94
本　　社

☎0296－52－2337

○粗　大　ゴ　ミ収集運搬業務
○事業系ごみ収集運搬業務
○一般廃棄物収集運搬業務

明野資源リサイクル㈱
真壁支店

桜川市真壁町桜井765-2

～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～

TEL 0296-54-1540
Homepage  http://www.furuhashikaikei.com

古橋伸夫税理士事務所古橋伸夫税理士事務所

　
俳
　
句

【
桜
川
市
岩
瀬
俳
句
会
】

水
音
に
風
音
に
秋
深
み
ゆ
く�

三
代　

み
ち
よ

終
戦
日
蛸
は
ま
っ
す
ぐ
泳
き
を
り�
渡
部　

千
恵
子

黄
金
波
筑
波
の
風
を
平
ら
に
す�

萩
原　

き
し
の

ひ
と
仕
事
台
風
あ
と
の
夏
落
葉�

入
山　

ひ
ろ
子

天
高
く
輪
を
描
き
た
る
鷹
の
舞
ひ�

小
林　

啓
治

【
茂
山
俳
句
会
】

夕
闇
や
蛙
声
に
替
は
る
虫
の
声�

吉
原　

京
子

秋
め
く
や
木
目
に
流
る
釘
の
錆�

宮
本
　
芳
江

風
の
盆
男
踊
り
は
案
山
子
立
ち�

海
老
沢
　
静
夫

生
き
ざ
ま
の
つ
る
り
と
の
ど
へ
衣
被

�

君
島
　
真
理
子

推
敲
の
一
句
に
更
け
る
夜
長
か
な�

鈴
木
　
つ
ぎ

亡
父
読
み
し
論
語
我
読
む
夜
長
か
な�

金
子
　
弘
毅

長
き
夜
や
深
夜
便
と
の
友
に
な
り�

植
竹
　
ふ
み

秋
簾
暮
ら
し
の
嘘
を
か
く
し
け
り�

吉
原
　
秀
子

鵙
高
音
天
の
声
聴
く
齢
か
な�

皆
川
　
一
女

草
の
花
昨
日
の
や
う
に
今
日
も
生
き

�

鈴
木
　
ノ
ブ
子

秋
草
の
背
丈
ほ
ど
伸
び
売
地
か
な�

今
井
　
繁
子

生
前
の
思
ひ
出
尽
き
ぬ
夜
長
か
な�

大
関
　
く
に

ひ
と
も
と
の
紅
葉
に
遅
速
あ
り
に
け
り

�

松
崎
　
い
ま

筑
波
嶺
の
風
に
揺
れ
ゐ
る
蕎
麦
の
花�

宮
本
　
立
男

車
庫
に
入
れ
無
事
一
日
や
虫
し
ぐ
れ

�

海
老
沢
　
幸
子

猪
や
瓜
坊
つ
れ
て
庭
歩
く�

竹
林
　
て
る

茎
の
ば
し
開
か
ん
ば
か
り
曼
珠
沙
華

�

塚
本
　
ゆ
き
子

裸
婦
像
の
起
伏
を
の
ぼ
る
蝸
牛�

飯
山
　
昭

　
短
　
歌

【
岩
瀬
短
歌
会
】

か
は
た
れ
の
イ
ン
タ
ー
ラ
ー
ケ
ン
に
旅
装
解
き
脱

け
殻
の
ご
と
眠
り
む
さ
ぼ
る�

小
林　

美
瑳
子

雨
上
り
を
待
ち
し
と
ば
か
り
黄
揚
羽
の
戯
れ
つ
つ
舞

う
七
月
半
ば�

石
田　

守
子

雷
雨
去
り
て
梅
雨
明
け
る
ら
し
コ
バ
ル
ト
の
空
に
大

き
な
虹
の
立
つ
見
ゆ�

泉　

三
郎

中
禅
寺
の
湖
畔
に
近
き
竜
頭
の
滝
岩
を
噛
む
こ
と
今

も
変
わ
ら
ず�

萩
原　

き
し
の

つ
ゆ
あ
け
草
と
ふ
別
名
を
持
つ
た
ち
あ
ふ
ひ
梅
雨
を

待
た
づ
に
咲
き
は
じ
め
た
り�

広
沢　

日
出
子

人
生
を
楽
し
む
た
め
に
短
歌
は
あ
る
磯
田
先
生
の
言

葉
が
響
く�

浜
野
和　

操

仕
舞
湯
に
ひ
た
れ
ば
睡
魔
の
お
そ
い
き
て
二
、三
秒

間
浮
遊
し
た
り
ぬ�

渡
辺　

し
な
子

軒
先
に
鶯
の
三
声
清
ら
か
に
早
起
き
て
待
ち
し
今
日

の
幸
せ�

山
田　

し
げ
の

甘
き
香
の
梔
子
の
花
開
き
ゆ
く
ひ
と
雨
欲
し
き
水
無

月
の
庭�

古
賀　

澄

孫
の
あ
お
ぐ
団
扇
の
風
に
流
さ
れ
て
蛍
た
ち
ま
ち
草

生
に
消
ゆ
る�

瀧
井　

幸
子

山
間
の
青
葉
の
ト
ン
ネ
ル
を
走
り
ゆ
く
差
し
込
む
光

白
く
流
れ
る�

浅
賀　

順
子

秋
の
日
に
芋
鍋
囲
む
を
楽
し
み
に
去こ

年ぞ

よ
り
多
目
に

里
芋
蒔
き
ぬ�

鈴
木　

英
雄

飛
行
機
の
爆
音
高
く
聞
こ
え
る
も
白
雲
か
か
り
て
姿

は
見
え
ず�

飯
田　

良
江

父
母
の
ね
や
は
匂
い
も
影
も
な
し
帯
戸
を
し
め
て

「
お
や
す
み
な
さ
い
」�

榎
戸　

正
江

陽
を
返
す
背せ

戸と

の
小
川
の
水
底
に
杳と

お

き
日
の
ま
ま
川か

わ

蜷に
な

す
め
り�

大
久
保　

富
美
江

【
一
般
投
稿
】

木
犀
の
匂
う
庭
先
孫
た
ち
の
遊
ぶ
声
す
る
夕
遅
く

ま
で�

袖
山　

千
鶴
子

さくらがわ　2016.11.115



この広報紙は､ 環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物
性大豆油インキを使用しています

� 住民基本台帳　10月１日現在

【 男 】　　21,689�人� （ー�19）
【 女 】　　22,140�人� （ー�21）
【 計 】　　43,829�人� （ー�40）
【世帯】　　15,326�世帯�（ー� 1）
� （　　）は対前月増減

　桜川市役所真壁庁舎と筑波山口を結ぶ桜川市広域連
携バスの実証実験運行が 10月 1日から開始されまし
た。運行開始に先立ち、前日には筑波山口にて桜川市長・
つくば市長・筑西市長による合同記者会見が行われ、
運行初日の早朝には運行開始式が開催され、テープカッ
トなどが行われました。
　このバスの運行により、つくば市中心部やＴＸつく
ば駅へのアクセスが便利となりました。

【 表　紙 】
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平成 28 年度　桜川市文化協会総会の様子

桜
川
市
消
防
団
３
位
入
賞

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
県
西
地
区
大
会

　

10
月
16
日
、
下
妻
市
で
第
67

回
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法

競
技
大
会
県
西
地
区
大
会
が

開
催
さ
れ
、
桜
川
市
消
防
団
が

３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
の
消

防
技
術
の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を

目
的
に
、
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
県
西
地
区
10
市

町
が
参
加
。
６
人
１
組
で
ポ
ン
プ

車
か
ら
ホ
ー
ス
を
延
ば
し
て
放
水

し
、
的
を
倒
す
ま
で
の
時
間
や
正

確
性
を
競
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
岩
瀬
地
区
の
第
４
・

５
・
９
分
団
か
ら
選
抜
さ
れ
た
６

人
の
選
手
が
出
場
し
、
６
月
か
ら

約
４
か
月
の
間
、
桜
川
消
防
署
員

か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
厳
し

い
訓
練
を
重
ね
た
成
果
を
発
揮
し

ま
し
た
。

■
出
場
選
手
（
敬
称
略
）

指
揮
者　
髙た

か
は
し橋
和か

ず
の
り典
（
第
５
分
団
） 

１
番
員　
穐あ

き
や
ま山
友ゆ

う
い
ち一
（
第
４
分
団
）

２
番
員　
仲な

か
た田
真し

ん
や也
（
第
４
分
団
）

３
番
員　
市い

ち
の
つ
か

野
塚
昇し

ょ
う
じ治
（
第
９
分
団
）

４
番
員　
枝え

だ

純じ
ゅ
ん
い
ち一　
　

（
第
５
分
団
）

補
助
員　
軽か

る
べ部
静き

よ
あ
き章
（
第
９
分
団
）

　

秋
晴
れ
の
日
に
、
楽
し

み
に
し
て
い
た
八
郷
に
あ

る
ぶ
ど
う
園
へ
バ
ス
に

乗
っ
て
出
発
。

　

ぶ
ど
う
園
に
着
く
と
、

た
く
さ
ん
の
ぶ
ど
う
が
、

大
き
な
実
を
つ
け
て
な
っ

て
い
ま
し
た
。「
お
お
き

い
ね
～
」「
い
っ
ぱ
い
と
っ

て
い
い
の
？
」
と
、
友
達

と
話
を
し
な
が
ら
、
嬉
し

そ
う
で
し
た
。

　

昼
食
は
、
カ
レ
ー
と
あ

ま
～
い
ぶ
ど
う
を
お
腹

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
楽
し

い
ぶ
ど
う
狩
り
で
し
た
。

甘
く
て
お
い
し
か
っ
た
ぶ
ど
う
狩
り

星の宮幼保園
くじら組

年長さんご紹介幼保連携型
認定こども園


	2016.11_01
	2016.11_02-03
	2016.11_04-05
	2016.11_06-07
	2016.11_08-09
	2016.11_10-11
	2016.11_12-14
	2016.11_15
	2016.11_16

